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※電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 

大学名（フリガナ） 学部名（フリガナ） 所属ゼミナール名（フリガナ） 

フリガナ）ﾌﾞﾝｷｮｳｶﾞｸｲﾝﾀﾞｲｶﾞｸ フリガナ）ｹｲｴｲｶﾞｸﾌﾞ フリガナ）ﾏﾜﾀﾘ 

文京学院大学 経営学部 馬渡ゼミナール 

 

※大会申込書時に記入したチーム名から変更することはできません。 

※パワーポイント内に動画を使用している場合は「有 ・ 無」を記入し、「有」の場合は使用するスライド番号も記載してください。 

チーム名（フリガナ） 代表者名（フリガナ） 
チーム人数 

（代表者含む） 

PPT 内動画 

（有・無） 

動画使用 

スライドページ 

フリガナ）ｶｸｼﾝﾊﾝ フリガナ）ｽｶﾞﾉﾕﾒ 

6 無 

 

 

 革新班 菅野結女 

 

※当日使用する PC、マイク、レーザーポインター機能付きワイヤレスプレゼンターは会場に準備しております。 

これらは個別にご用意いただいても大学施設・設備の関係上ご利用いただけませんのであらかじめご了承ください。 

発表時に使用する成果物 （例：商品化した●●、店舗で配布したパンフレット、調査時に使用したアンケート） 

 

※成果物の配布は、『禁止』とさせていただいております。あらかじめご了承ください。 

 

研究テーマ（発表タイトル） 

ポイ捨て問題に対する意識 

 

 

※必ず＜企画シート作成上の注意＞を確認してから、ご記入をお願いいたします。 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

ポイ捨て問題の深刻さを多くの人々、中でも学生に知ってもらいポイ捨てに対する意識を変える 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

ポイ捨てが原因で海洋汚染などが進んでいる。海に漂うゴミの約 8 割は、街でポイ捨てされたゴミが下水道や川を流れ海にたど

り着いたものであり、2050 年には海にいる魚より海に漂うプラスチックゴミの質量が上回ると言われている。その海に漂うゴミを動物

が誤飲してしまい、死亡する事故もみられる。 

そうしたゴミの流出による問題を重く見た諸国はプラスチックの製造や使用の禁止を進めてはいるが、海に漂うゴミの約８割が街で

のポイ捨てによるものにも関わらず、ポイ捨て自体の対策が取られていないということが分かった。 

ポイ捨ては、海だけでなく街にも、火事や景観の悪化などの被害をもたらすと知った私たちは、自分たちの身の回りに潜むポイ捨

てについての分析も進めた。調査のなかで、混雑している場所、人目につかない隅、すでにポイ捨てされている場所に重ねてポイ

捨てが多いのではないかと考えた。環境保全やまちづくりを手掛ける NPO 法人もう一つのプロジェクトの市川真也様にお話を伺っ



たところ、街中にゴミ箱が少ないという環境要因や人混みで個々の注意力が欠けるという心理要因によって、ポイ捨てが起こるとい

うことが分かった。 

また、調査を進めるうちにポイ捨てに関するデータが少ないと感じ、環境問題の解決に取り組んでいる、株式会社ピリカの小嶌不

二夫様に伺ったところ、実際にポイ捨て問題は深刻化しているのにも関わらず、データは少なく問題が可視化されていないというこ

とが分かった。そこから私たちは、問題が可視化されていないことにより深刻化していても伝わりづらいのではないかと考えた。そこで

私たちにとって身近な大学生にポイ捨て問題の深刻さについてアンケート調査したところ、7 割以上の学生が深刻な問題を認知

していないことが分かった。 

 

 

３．研究テーマの課題 

現状分析を通して私たちの考える本研究テーマの課題は 

・ポイ捨てが様々な被害を起こしていて 自分たちにも被害が迫っている 

・データが少ないため深刻さも伝わりづらく認知されていない 

以上の２点である。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

課題を解決するためには、ポイ捨てに対する意識を変えて、ポイ捨てが引き起こす問題に目を向けてもらう事である。また、これ

からの社会を担っていく存在であり、身近な世代である大学生をターゲットにし、若い世代からポイ捨て問題について考えてもらうこ

とで、長期的にポイ捨てへの取り組みに関心を持って貰うことを狙いとし、大学生向けのゴミ拾いイベント「集活プロジェクト」を提案

する。このプロジェクトは、間接的にポイ捨て問題の深刻さを伝えるために、就活を考え始める大学生に情報交換やアドバイスの

場を提供して、ゴミを集めながら、情報も集めることができるイベントにする。 

 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

 イベント開催にあたり、NPO 法人海さくら様や NPO 法人もう一つのプロジェクト様にゴミ拾いイベント開催の基礎を教えて頂き 



基盤を固め、大学生目線のイベントにするために学生の意見を聞き、学生が参加しやすいイベントかつポイ捨て問題への認識を

深めて貰えるイベントを目指した。 

イベントの行程は、➀PPT 資料を用いてポイ捨て問題について説明し、社会人と学生を組み合わせたグループでポイ捨てが引

き起こす問題について話し合う、②実際に街に出てゴミを拾いながら、改めてポイ捨てに対して思ったことを意見交換し、学生が社

会人に就活についてのアドバイスを聞く、③ゴミ拾い後に、活動を通して実際にポイ捨てに対して意識は変わったのかアンケートを

実施し、④最後にレセプションを開催し、自由に社会人と学生が情報交換をするという 4 つのステップで行った。➀②の学生と社

会人が交流する場では、スタッフを配置し、より充実した時間にできるよう、話し合いのテーマ提供や進行をするように心がけた。 

６．結果や今後の取り組み 

 イベントの結果として、参加者にイベント前後でのポイ捨てに対する関心度調査を行った。結果、イベント前は関心度が 40％し

かなかったが、イベント後には 80％まで上がった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、イベント参加者の声として、ポイ捨てゴミについての関心や意識が高まったなど前向きな意見をいただいたが、改善点として

もう一捻りあるとさらに面白い活動になり、それぞれの意識が変わっていくなどのアドバイスを頂いた。 

これを踏まえ、イベント開催から見えた次のステップは、①ポイ捨てに対する関心を忘れないようにイベントを繰り返す、②企業に

当プロジェクトを提供し、企業の CSR に貢献する、③海外に展開する可能性を探るという３つである。現在は当プロジェクトを次

のステップに繋げていく為に、まず実現可能性を探っている。 

 私たちの次のステップである➀について、あるグローバル企業の広報担当の方にお話しさせて頂いたところ、CSR 領域において「ポ

イ捨て」という身近なテーマで環境を考え、社会貢献をすることに新鮮さを感じたというお言葉を頂いた。 

 また、②について中国人大学生の皆様にお聞きしたところ、ポイ捨てはよくないと思う。政府も宣伝してはいるが、成果にも限りが

あるのでこのようなイベントには興味がある。参加したい。という意見であることが分かった。 

 今後、５月にイベント開催を予定し、企業や大学生さらには留学生へのアプローチを含め行っていく。 
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＜企画シート作成上の注意＞ 

※本企画シートは審査の対象となり、予選会・本選の前に、実行委員会から審査員(ビジネスパーソン・大学教員)の方々に事前にお渡しいたします。 

※本企画シートは、「日本語」で書かれたものとし、1 チーム・1 点提出してください。また、インナー大会終了後、プレゼン部門にご協力いただいている日経ビジネス様（株式会社日

経 BP マーケティング）に大会結果ページを作成いただいております。大会結果ページにはチーム名やご提出いただいた本企画シートが掲載されます。 

※本企画シートの項目に沿って、ご記入をお願いいたします。各項目に文字数制限はありませんが、1~7 以外の項目を追加することは「不可」とさせていただきます。 

※本企画シートは、インナー大会プレゼン部門実行委員会への連絡事項と企画シート作成上の注意を含め、4 ページ以内に収めてください。実行委員会から審査員に渡す際は、

A4 サイズでプリントし、4 ページ目までをお渡しします。 

※大会参加申込み時点から、チーム編成の変更(チームの人数・交代など)は、｢不可｣とさせていただきます。ただし、チームメンバーの留学等やむを得ない事情でチーム編成に変更

が生じる場合は、実行委員会(プレゼン局)にご連絡ください。実行委員会側で協議のうえ、ご返答いたします。なお、参加申込書提出時からのチーム名変更は「不可」とさせていた

だきます。 

※企画内容は、未発表の（過去に他誌・HP などに発表されていない）ものに限ります。ただし、学校内での発表作品は未発表扱いとなります。 

※商品写真、人物写真、音楽などを掲載・利用する場合、必ず著作権、版権の使用許諾を得てください。日本学生経済ゼミナール関東部会・日経 BP 社・株式会社日経 BP

マーケティングは一切の責任を負いません。 

※書籍や新聞等の文献から引用した場合は、出典先（使用した文献のタイトル・著者名・発行所名・発行年月など）を明記してください。統計・図表・文書等を引用した場合も

同様に明記してください。また、Web サイト上の資料を利用した場合は、URL とアクセスした日付を明記してください。 

※電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 

※パワーポイント内で動画を使用する場合は、必ず｢有｣とご記入ください。｢有｣の場合は使用するスライド番号も明記してください。動画を使用する際の注意事項は参加要項に記

載しております。 

※成果物を使用する場合は、必ず企画シートにご記入ください。企画シートにてご記入が無い場合、発表当日のご使用を「不可」とさせていただきます。あらかじめご了承ください。 

___________________________________________________________________________ 
                          ↑ ここまでを 4 ページ以内におさめて、ご提出ください 
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